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議
案
第
86
号　
秦
野
市
特
別
職
職
員
の

給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
こ
と
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

市
長
お
よ
び
副
市
長
の
給
与
を
減
額

し
て
、
下
水
道
事
業
債
の
過
大
借
入
れ
、

土
地
収
用
手
続
き
で
の
瑕
疵
な
ど
一
連

の
事
務
上
の
ミ
ス
に
対
す
る
責
任
の
一

端
を
表
す
た
め
、
改
正
す
る
も
の
。

　

改
正
の
主
な
内
容
は
、
平
成
29
年
１

月
か
ら
３
月
ま
で
の
間
、
給
料
月
額
の

減
額
割
合
を
市
長
は
１
０
０
分
の
35
、

副
市
長
は
１
０
０
分
の
20
と
す
る
も
の
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
の
施
行
日
は
、
29

年
１
月
１
日
と
す
る
も
の
。

▼
本
会
議
で
の
主
な
質
疑

問　
一
連
の
事
務
の
不
手
際
、
そ
し
て

市
政
の
信
頼
を
損
ね
て
し
ま
っ
た
状
況

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　
公
正
で
平
等
な
行
政
執
行
を
す
る

上
で
、
組
織
を
構
成
す
る
職
員
に
適
切

な
判
断
能
力
や
実
行
す
る
力
が
あ
る
こ

と
は
大
前
提
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
無
か

っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
信
頼
回

復
の
た
め
、
全
庁
を
挙
げ
て
誠
実
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

問　
市
長
と
副
市
長
の
給
与
を
３
カ
月

間
減
額
す
る
が
、
算
出
し
た
根
拠
と
具

体
的
な
減
額
金
額
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
今
回
の
減
額
割
合
と
期
間
は
、
本

市
に
お
け
る
過
去
の
例
や
他
市
の
状
況

を
参
考
に
し
、
市
長
と
副
市
長
で
決
定

▼
要　
旨

　

安
全
・
安
心
で
行
き
届
い
た
医
療
・

介
護
の
実
現
の
た
め
、
医
師
、
看
護
師
、

医
療
技
術
者
、
介
護
職
員
の
大
幅
増
員

に
つ
い
て
、
具
体
的
措
置
を
講
じ
る
よ

う
、
国
に
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
。

▼
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

立
す
る
た
め
、
隔
月
支
給
を
国
際
水
準

並
み
に
毎
月
支
給
に
改
め
る
こ
と
や
毎

年
引
き
下
げ
る
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド

を
廃
止
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
国

に
意
見
書
を
提
出
し
て
ほ
し
い
。

▼
付
託
委
員
会

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

不
採
択
（
賛
成
少
数
）　

　

本
会
議　

不
採
択
（
賛
成
少
数
）

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

平
28
陳
情
第
15
号　
最
低
賃
金
の
改
善

と
中
小
企
業
支
援
の
拡
充
を
求
め
る
陳

情▼
願　
意

　

中
小
企
業
支
援
策
の
拡
充
を
実
現
す

る
た
め
、
最
低
賃
金
を
早
期
に
時
給
千

円
以
上
に
引
き
上
げ
る
こ
と
や
全
国
一

律
最
低
賃
金
制
度
の
確
立
な
ど
地
域
間

格
差
を
縮
小
さ
せ
る
た
め
の
施
策
を
進

め
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
国
に
意
見

書
を
提
出
し
て
ほ
し
い
。

▼
付
託
委
員
会

　

環
境
都
市
常
任
委
員
会

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

不
採
択
（
賛
成
な
し
）　

　

本
会
議　

不
採
択
（
賛
成
な
し
）

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

平
28
陳
情
第
16
号　
公
民
館
の
使
用
料

値
上
げ
反
対
の
陳
情

▼
願　
意

　

公
民
館
の
理
念
、
目
的
か
ら
、
公
共

施
設
使
用
料
の
見
直
し
案
に
よ
る
値
上

げ
を
せ
ず
、
市
民
へ
の
周
知
、
コ
ン
セ

ン
サ
ス
（
合
意
）
を
さ
ら
に
丁
寧
に
行

っ
て
ほ
し
い
。

▼
付
託
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

不
採
択
（
賛
成
少
数
）　

　

本
会
議　

不
採
択
（
賛
成
少
数
）

平
28
陳
情
第
９
号　
名
古
木
38
番
地
の

認
可
保
育
園
建
設
計
画
地
の
見
直
し
を

求
め
る
陳
情

▼
願　
意

　

名
古
木
38
番
地
周
辺
は
、
閑
静
な
住

宅
街
で
あ
る
た
め
別
の
場
所
に
変
更
し

開
園
す
る
よ
う
事
業
者
と
慎
重
に
協
議

し
、
ま
た
、
事
業
者
と
住
民
の
意
見
が

合
意
さ
れ
る
ま
で
補
正
予
算
（
保
育
園

建
設
の
た
め
の
補
助
金
）
の
執
行
を
停

止
す
る
よ
う
、
市
に
要
請
し
て
ほ
し
い
。

▼
付
託
委
員
会

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

不
採
択
（
賛
成
少
数
）　

　

本
会
議　

不
採
択
（
賛
成
少
数
）

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

平
28
陳
情
第
13
号　
人
間
ら
し
い
生
活

の
保
障
を
求
め
る
陳
情

▼
願　
意

　

生
活
保
護
受
給
者
援
護
の
た
め
、
夏

季
加
算
、
年
末
の
福
祉
手
当
を
制
度
と

し
て
創
設
す
る
こ
と
や
母
子
加
算
を
は

じ
め
と
す
る
加
算
、
扶
助
費
な
ど
の
見

直
し
を
や
め
、
生
活
扶
助
基
準
額
を
削

減
前
に
戻
す
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
国

に
意
見
書
を
提
出
し
て
ほ
し
い
。

▼
付
託
委
員
会

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

不
採
択
（
賛
成
少
数
）　

　

本
会
議　

不
採
択
（
賛
成
少
数
）

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

平
28
陳
情
第
14
号　
若
者
も
高
齢
者
も

安
心
で
き
る
年
金
制
度
の
実
現
を
求
め

る
陳
情

▼
願　
意

　

安
定
・
安
心
で
き
る
年
金
制
度
を
確

平
28
陳
情
第
19
号　
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー

ク
野
球
場
の
使
用
料
を
現
行
ど
お
り
と

す
る
陳
情

議
案
第
80
号　
平
成
28
年
度
秦
野
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
を
定
め

る
こ
と
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
億
９
４
４
０

万
９
千
円
を
追
加
し
、
繰
越
明
許
費
の

設
定
、
債
務
負
担
行
為
の
追
加
お
よ
び

地
方
債
の
変
更
を
す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

予
算
特
別
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
・
要
望

（
総
務
分
科
会
）

公
園
施
設
管
理
費
に
つ
い
て

問　
土
地
を
購
入
す
る
際
、
土
地
の
面

積
な
ど
を
確
認
し
て
、
契
約
す
る
た
め

の
資
金
を
工
面
す
る
が
、
土
地
取
得
に

お
け
る
基
本
的
な
手
順
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
単
体
で
の
土
地
取
得
は
、
土
地
所

有
者
と
の
交
渉
な
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
も

あ
り
、
同
一
年
度
で
用
地
測
量
と
買
収

の
予
算
を
計
上
し
、
執
行
す
る
。

（
文
教
福
祉
分
科
会
）

地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整
備
推
進
交
付

金
に
つ
い
て

要
望　
本
事
業
は
、
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
な

ど
の
導
入
経
費
を
助
成
す
る
も
の
で
あ

る
が
、
申
請
し
た
事
業
者
数
が
少
な
か

っ
た
た
め
、
積
極
的
に
制
度
を
活
用
し

て
も
ら
え
る
よ
う
、
努
め
て
ほ
し
い
。

（
環
境
都
市
分
科
会
）

市
道
維
持
補
修
工
事
等
経
費
に
つ
い
て

要
望　
安
全
に
道
路
を
利
用
で
き
る
よ

議
提
議
案
第
６
号　
小
児
医
療
費
助
成

制
度
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

す
べ
て
の
子
ど
も
の
医
療
費
を
窓
口

負
担
の
な
い
現
物
給
付
方
式
と
し
、
中

学
３
年
生
ま
で
の
全
額
助
成
を
国
の
制

度
と
し
て
早
急
に
整
備
す
る
よ
う
、
国

に
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
。

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
子
育
て
施

策
な
ど
を
充
実
し
て
い
く
た
め
に
は
、

一
定
の
所
得
制
限
は
必
要
で
あ
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
反
対
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

う
、
適
正
な
予
算
を
確
保
し
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
道
路
の
不
具
合
な
ど
が
地
図
で

確
認
で
き
、
市
民
と
自
治
体
が
情
報
共

有
で
き
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
導
入

に
つ
い
て
も
検
討
し
て
ほ
し
い
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

し
た
。
具
体
的
に
は
、
市
長
が
84
万
５

１
３
８
円
か
ら
64
万
６
２
８
２
円
、
副

市
長
が
73
万
２
６
７
２
円
か
ら
65
万
１

２
６
４
円
と
な
り
、
総
額
で
１
０
８
万

５
０
１
６
円
の
減
額
と
な
る
。

問　
公
共
下
水
道
使
用
料
の
賦
課
漏
れ

に
お
い
て
、
近
隣
市
で
は
、
関
係
職
員

が
財
政
上
の
穴
を
補
塡
す
る
意
味
で
寄

付
と
い
う
形
を
と
ら
れ
た
。
本
市
は
こ

の
行
動
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答　
再
発
防
止
の
た
め
、
全
庁
的
、
横

断
的
な
調
査
チ
ー
ム
を
つ
く
る
。
併
せ

て
寄
付
の
件
に
つ
い
て
も
議
論
す
る
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
公
共
下
水
道
使
用

料
の
賦
課
漏
れ
の
結
果
が
判
明
し
、
す

べ
て
が
終
了
し
た
時
点
で
一
連
の
責
任

を
表
明
す
る
の
が
筋
で
あ
る
が
、
議
会

側
か
ら
け
じ
め
を
つ
け
る
べ
き
と
要
請

し
た
経
緯
を
重
く
受
け
止
め
た
結
果
で

あ
る
こ
と
は
評
価
す
る
。
市
長
を
は
じ

め
、
管
理
職
職
員
一
人
一
人
が
こ
の
問

題
を
き
っ
か
け
に
責
任
あ
る
業
務
が
ど

う
あ
る
べ
き
か
を
真
剣
に
考
え
、
二
度

と
こ
の
よ
う
な
失
態
を
繰
り
返
す
こ
と

が
な
い
よ
う
、
市
民
の
信
頼
回
復
に
努

め
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

心
し
て
医
療
を
受
け
る
上
で
大
変
重
要

な
制
度
で
あ
る
た
め
、
今
後
も
継
続
す

べ
き
で
あ
る
。
」
と
の
意
見
の
一
致
を

見
た
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　

重
度
障
が
い
者
の
健
康
の
維
持
お
よ

び
生
活
の
安
定
に
役
立
て
る
と
と
も
に
、

福
祉
の
増
進
を
図
る
上
で
必
要
な
制
度

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
賛
成
す
る
。　

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

採
択
（
賛
成
全
員
）　

　

本
会
議　

採
択
（
賛
成
全
員
）

平
28
陳
情
第
10
号　
重
度
障
害
者
医
療

費
助
成
制
度
継
続
に
つ
い
て
の
陳
情

▼
願　
意

　

重
度
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
に
お

い
て
、
障
が
い
児
者
・
透
析
患
者
が
継

続
し
て
助
成
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
。

▼
付
託
委
員
会

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
審
査
状
況

　

委
員
会
と
し
て
は
、
「
重
度
障
害
者

医
療
費
助
成
制
度
は
、
障
が
い
者
が
安

▼
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

趣
旨
採
択
（
賛
成
全
員
）

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

議
提
議
案
第
７
号　
介
護
職
員
の
処
遇

改
善
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

て▼
要　
旨

　

安
全
・
安
心
の
介
護
を
実
現
す
る
た

め
、
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て

実
質
的
な
対
策
を
講
じ
る
よ
う
、
国
に

意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
。

▼
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

平
28
陳
情
第
11
号　
介
護
従
事
者
の
勤

務
環
境
改
善
及
び
処
遇
改
善
の
実
現
を

求
め
る
陳
情

▼
願　
意

　

介
護
従
事
者
の
人
材
確
保
・
離
職
防

止
の
実
質
的
な
対
策
お
よ
び
安
全
・
安

心
な
介
護
体
制
の
確
立
を
実
現
さ
せ
る

た
め
、
介
護
現
場
で
働
く
す
べ
て
の
介

護
従
事
者
の
処
遇
改
善
を
図
り
、
介
護

施
設
の
人
員
配
置
基
準
を
利
用
者
２
人

に
対
し
て
介
護
職
員
１
人
以
上
に
引
き

上
げ
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
国
に
意

見
書
を
提
出
し
て
ほ
し
い
。

働
環
境
を
改
善
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
、
国
に
意
見
書
を
提
出
し
て
ほ
し
い
。

▼
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

趣
旨
採
択
（
賛
成
全
員
）

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

議
提
議
案
第
８
号　
安
全
・
安
心
の
医

療
・
介
護
実
現
の
た
め
医
師
・
看
護
師

等
の
大
幅
な
増
員
と
労
働
環
境
の
改
善

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

平
28
陳
情
第
12
号　
安
全
・
安
心
の
医

療
・
介
護
の
実
現
と
夜
勤
改
善
・
大
幅

増
員
の
た
め
国
に
意
見
書
提
出
を
求
め

る
陳
情

▼
願　
意

　

安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
を
実
現

す
る
た
め
、
医
師
、
看
護
師
、
医
療
技

術
者
、
介
護
職
員
を
増
員
す
る
こ
と
。

ま
た
、
夜
勤
交
代
制
労
働
に
お
け
る
労

安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
た
め

重
度
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
の
継
続
を

人
材
確
保
・
離
職
防
止
の
た
め

介
護
従
事
者
の
処
遇
改
善
を

安
全
・
安
心
な
医
療
・
介
護
を
実
現
す
る
た
め

医
療
提
供
体
制
の
充
実
を

陳

情

意

見

書

・

事
務
上
の
ミ
ス
に
対
す
る
責
任
を
表
す
た
め

市
長
お
よ
び
副
市
長
の
給
与
を
減
額

市
道
の
維
持
補
修
に
係
る
経
費
な
ど
の

補
正
予
算
を
賛
成
全
員
で
可
決

医
療
費
を
中
学
３
年
生
ま
で

全
額
助
成
す
る
制
度
の
整
備
を

不
採
択
と
な
っ
た
陳
情

継
続
審
査
と
な
っ
た
陳
情

議
案
審
議
議
案
審
議
は

１
面
に
も
掲
載

（

）




